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放射光利用研究基盤センターの発足 
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1. 新組織発足 
 （公財）高輝度光科学研究センター（JASRI）利用
研究促進部門は2019年 3月31日をもって発展的に
解消され、部門の 6 グループ 12 チームは、2 室＋1
グループに再編され（分光・イメージング推進室、回
折・散乱推進室、技術支援グループ）、これに既存の産
業利用推進室、タンパク質結晶解析推進室を加えて、
4室＋1グループとして4月1日付けで放射光利用研
究基盤センターが発足しました。 
 
2. 背景と構成 
 利用研究促進部門は、共用ビームライン26本のう
ち 21本を担当し、これまで利用研究を促進し、ユー
ザー利用実験の支援を行ってきました。部門の組織構
造は、手法別型（回折散乱 Iグループ、分光解析 Iグ
ループなど）となっていました。 
 時代のニーズに呼応する形で、利用研究促進部門の
内部構造は変遷がありましたが、SPring-8の共用ビー
ムライン 26本を担う利用系の組織は、学術研究を中
心とした利用研究促進部門、産業利用を中心とした産
業利用推進室、そしてタンパク質結晶解析推進室とい
う3つの組織に分かれていました。分担所掌という構
造は、それぞれの組織単位が担当している領域に特化
して、最適な対応がしやすいという利点がありますが、
ともすれば、閉鎖的であったり、非効率であったり、
情報の共有が上手く出来ないなどの組織構造に由来
するマイナス面が出てくることがあります。 
 今日の産業利用においては、高度な技術開発には先
端的な実験計測手法が必要であり、学術系との連携が
求められています。ハイスループットを目指した自動
化システムも、タンパク質結晶構造解析だけに求めら
れる測定方法ではなく、より広いアプリケーションが
これを必要とするようになってきました。また、
SPring-8は1997年の供用開始から既に20年以上が
過ぎ、老朽化が懸念される一方、諸外国において、放
射光施設の新規計画があり、既存の第3世代放射光施

設も 6 GeV 級低エミッタンスリングへとアップグレ
ードされていきます（ESRFはすでにシャットダウン
してEBSへと改造中）。ビームラインの光源・光学系、
エンドステーションも次世代を見据えて変革が求め
られる時勢となってきました。 
 SPring-8においても、次期計画を視野に入れて、加
速器のアップグレードに加えて、新型検出器導入、大
容量実験データ収集、遠隔実験の拡大、さらなる自動
化など、共用ビームラインの今後を考えていかなけれ
ばならない状況となってきました。 
 このような諸情勢と近未来予測のもと、放射光分野
の今後の発展性・方向性を踏まえて、SPring-8の共用
ビームラインのエンドステーションを担当する 1 部
門＋2室の3組織を再編した上で、これをセンターと
して組織化し、JASRI研究担当理事をセンター長とす
る組織体制へと編成することになりました。新センタ
ーは４室＋１グループ構成になっています。これは学
術と産業の各領域に適した対応が出来るよう 4 つの
室を設けてフラットな配置とし、技術支援を担当する
グループをセンター直属にして、横断的な技術支援が
出来るようにしたものです。これによって、全ての共
用ビームラインを一元的に俯瞰する運営体制をとる
ことが出来るようになりました。また、絶え間なく進
歩する利用技術をセンターで共通基盤技術として共
有し、部署間での装置運用および人員の協調が強化出
来ます。今後、未来を見据えて成果創出の促進に向け
て、新組織が機能するように運営を行っていきます。 
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